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１．研究計画の概要 
 本研究の目的は、タイにおける近代技術と
工学の発展を事例に、技術に関する人類学的
理論を構築することである。この研究は、次
の二つの課題から構成される。第一の課題は、
マルセル・モース（Marcel Mauss）の技術論
の再評価をもとに近年の技術史、科学社会学
の成果を取り込んで、技術の人類学の理論的
な枠組みを構築することである。第二の課題
は、タイにおける近代技術の発展を民族誌的
に検討し、この枠組みを経験的なレベルで検
討・発展させることである。 
 また本研究では、海外の学会、研究機関、
国際ジャーナルなどでの発表をとおして、そ
の成果を国際的に発信することを目指して
いる。 
 
２．研究の進捗状況 
 タイでの現地調査と理論的な作業はすで
におおかた完成し、国内ジャーナル、学会な
どで成果の発表を開始している。現時点での
主な作業は、国際発表の場での討議をとおし
た成果の最終的なチェックと議論の精緻化
である。 
 タイでの現地調査については、19 年、20
年、21 年ともに年に一度程度、土着の機械工
業および土木工学の実践と地域社会につい
てのフィールド調査を行った。ここでは、筆
者の主な調査地である東北地方ナコンラチ
ャシマー市に加えて、新たな調査地として選
定した中部地方の二カ所（ロッブリー県、ア
ユタヤ県）での調査を開始した。これらの調
査では、技術的なプロセスと人々の社会生活
の関係（機械技術の発展と機械工の生活史、
ダムと地域社会の関係など）について集中的

な調査を行ってきた。 
 これに加えて、国内・国際学会、研究会で
の発表・討論をとおして技術の人類学につい
ての理論的枠組みの構築を進めてきた。また、
こうした作業をとおして、科学技術論、国際
開発など他分野の研究者との交流も進めて
きた。これらの調査および理論的な作業の成
果は、学会誌『文化人類学』ほか、論文集な
どにて発表した。 
 さらに 20 年度と 21 年度には、最終的な成
果の国際発表に向け、国際学会などで積極的
に発表を行ってきた。とくに 21 年度には、
台北、ブリスベン、ワシントン、大阪などで
合計 6本の英語での発表を行い、関心を持っ
た海外の研究者との協力関係を築いた。 
 これらの発表をとおして、技術の人類学と
いう新しい分野に対する国際的な関心をあ
る程度喚起するのに成功した。また、その結
果、筆者の研究に関心を抱く国外の研究者が
複数現れ、協力関係を確立することができた。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 マルセル・モースの技術論を再評価すると
ともに、現代の事例をとおしてさらなる枠組
みの発展を目指すという本研究の計画は、非
常に順調に進んでいる。すでに、口頭発表や
草稿のレベルでは、上記の目的はおおむね達
成されたといえる。今後の課題は、成果の日
本語・英語での刊行を行うことである。 
 とくに後者については、海外での協力者の
登場などによって予想以上のペースで進み
つつある。すでに口頭発表では一定の評価を
得ているので、最終年度には成果を 2～3 本
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の国際ジャーナル投稿論文にまとめること
を目指す。 
４．今後の研究の推進方策 
 一流の国際ジャーナルに投稿し、採択され
るためには、細分化された各ジャーナルの現
在の掲載傾向と国内ジャーナルとは異なる
議論の文脈を正確に把握することが重要で
ある。最終年度には、これまで交流を持った
デンマーク、アメリカ、台湾などの研究者と
のさらなる交流を行い、一流の国際ジャーナ
ルに掲載されるレベルの投稿論文を作成す
ることを目標とする。 
 さらに本プロジェクトでは、こうした国際
交流をとおして、本研究の成果に基づく今後
の国際研究協力の基盤を構築することも目
指している。本プロジェクトのこれまでの経
緯から見て、日本が技術の人類学の中心地の
ひとつとして国際的に認知される可能性は
十分にあると思われる。最終年度はさらなる
国際交流をとおして、本プロジェクトの成果
を引き継ぐ地盤作りを行う。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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